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複雑なものを大局的に捉える‼

(例)タイヤの振動エネルギー伝搬解析

・低騒音タイヤの構造提案

・転動時入力同定技術

・概念設計モデル構築技術など

振動音響エネルギー伝搬解析VEPA

振動騒音をエネルギー流れから捉え,制す！

・SEA的：森を診て，制す

・SI的：森と木を診て，制す

・ストレート型の流れ方で伝達を促進

・渦型の流れ方で伝達を抑制
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抑制

促進

振動騒音のV字型設計

広帯域問題への二段階設計
・各設計段階に適した各種SEAを活用！

静かに！
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振動・音響エネルギー伝搬の観点から,概念設計,詳細設計,対策の様々な開発段階で役立つ

振動騒音解析法および動的構造設計法の開発に取り組んでいます．
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VEPAによる構造物諸元の最適化をする
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・素性の良い設計の実現

・低振動低騒音化のポイントの獲得
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・初期の仕様設計の段階から

低振動設計を実現

・概念設計モデル構築技術
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・詳細設計後のNV対策

・動吸振器のように付加する

だけで所要の低振動化を実現

NV性能のフロントローディングを実現する‼

VEPAによる新規レイアウト設計をする
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替わりに揺れる部材を追加し,振動を制す‼

主構造物を変更せずに低振動化をする
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・メカニズムの解明

・特性の評価

・設計への活用
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各種現象のモデリング‼

(例)微小振動用制振器
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・低振動・低騒音デバイス

・楽器のサイエンス
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低振動・低騒音のためのデバイスは!?

(例)楽器から学ぶ機械の静穏化技術
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神奈川大学工学部機械工学科山崎徹研究室（山崎徹教授, 中村弘毅助教）

〒221-8686 横浜市神奈川区六角橋3-27-1 

TEL：045-481-5661（山崎 3758, 中村 3751） FAX：04-7162-6506 

E-mail：山崎徹 toru@kanagawa-u.ac.jp，中村弘毅hiroki-nak@kanagawa-u.ac.jp 

Webで「ku yamazaki」で検索してください

KUKU


